
特集新しい時代のまちづくり

1.　はじめに

愛媛県南西部に位置する大洲市は，中心部に古
い町並みと城下町としての景観を残し，その周辺
には美しい田園風景や山並みを有している。まちの
中心には一級河川である清流，肱

ひじ

川
かわ

が流れている。
江戸時代には伊予大洲藩 6 万石の城下町として

栄え，明治・大正時代には木
もく

蝋
ろう

や生糸の生産が全
盛期を迎え，瀬戸内海を通じて関西圏や海外にも
輸出されるほどであり，大洲城下町エリアは川港
として隆盛を極めた。現在も，当時の豪商の屋敷
や別荘など，歴史的価値のある古民家が残ってお
り，風情ある景観を形成している（写真－ 1）。

近年，人口減少や高齢化が問題視される中，
2017 年頃から城下町エリアに残る空き家・古民
家問題が顕在化してきたことにより，風情ある町
並みが消失する危機的状況にあった。このままだ

大洲市の持続可能な
まちづくりについて

愛媛県大洲市役所 環境商工部 観光まちづくり課

写真－ 1　大洲城と肱川を望む大洲城下町

図－ 1　2017年当時の城下町エリアの状況
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と，「まち」としてのアイデンティティの喪失に
つながることから，どうにかして町並みを守り残
していく方法が必要であった（図－ 1）。

2.　古民家再生の始まり

歴史的景観を保全するため，古民家を残す方法
を模索する中で，所有者の多くが古民家を活用し
たいがどうすればよいか分からず，どこに相談す
べきか困っているという状況が見えてきた。そこ
で課題解決のため，若者が中心となり NPO 法人

「Y
や

AT
つ

SUG
ぎ

I」を立ち上げ，古民家の清掃や障子
の張り替えといった簡単な修繕による建物管理を
行うとともに，所有者と利用者を仲介する活動を
開始した（写真－ 2）。

少しでも使用することによって損傷の進行を遅
らせることができるため，清掃された古民家は，
100 年前の大洲を再現する「城下の M

ま

AC
ち

HIB
び

IT
と

O」
など，さまざまなイベントで活用され，建物が持
つ魅力と価値を再認識することができた。

同時期に，地方創生を課題とする市役所職員と
地域金融機関行員で，まちを残していくための勉
強会を立ち上げ，全国の事例調査を進めた。調査
を進める中で，兵庫県篠山市（現在の丹波篠山市）
では歴史的資源を改修し，ホテルとして活用して
いる極めて先進的な事例があることを知り，実際
に現地視察や専門家を大洲市に招き，アドバイス
を受けながら大洲市のまちづくりの仕組みを作り
上げていった。

3.　‌�官民連携によるまちづくりの‌
体制構築

こうした過程を経ながら，大洲市におけるまち
づくりの方向性が固まり，具体的な戦略が必要と
なった。そのため，基盤となる「大洲市観光まち
づくり戦略会議」を 2017 年に発足させ，まちづ
くりの戦略である「大洲市観光まちづくり戦略ビ
ジョン」を約 1 年間かけて検討した。戦略ビジョ
ンでは，大洲市での観光まちづくりに対する理念
の定義やターゲット，主要事業が明確化されるな
ど実質的な事業計画が定められた。

また，愛媛県と大洲市が協働して地域未来投資
促進法に基づく基本計画を策定し，歴史的建造物
を観光まちづくりに本格的に事業として活かせる
ように国の支援を取り付け，官民連携による観光
まちづくりが可能となる制度設計を行った。
「大洲市観光まちづくり戦略会議」が発足した

翌 2018 年，ホテル運営を担う「バリューマネジ
メント株式会社」，古民家改修のノウハウを持つ

「一般社団法人ノオト・株式会社 NOTE」，資金
面を支援する「株式会社伊予銀行」，地域 DMO

（観光地域づくり法人）を形成する「大洲市」が
官民での連携協定を締結した。事業の初期段階か
ら「役割分担」を決定することで，責任を持って
取り組む体制が構築され，大洲市の歴史的資源を
活用した観光まちづくりがスタートした。

4.　まちづくりの仕組みをつくる

図－ 2は，連携協定により互いの強みを活かし
た役割分担を決定し，検討を重ねて作成したスキ
ームである。左側が町家の所有者など地域側，右
側が旅行者などの来訪者・消費者側となる。その
間にさまざまな事業者が加わり，まちの価値を途
切れることなく消費者に届けていくことを表して
いる。

市が設立した地域 DMO である「一般社団法人

写真－ 2　YATSUGIによる古民家の清掃

52 建設マネジメント技術　　2026 年 2 月号

建マネ2602_05_特集_8_三.indd   52建マネ2602_05_特集_8_三.indd   52 2026/02/04   10:252026/02/04   10:25



特集新しい時代のまちづくり新しい時代のまちづくり

キタ・マネジメント」が，誘客装置として観光市
場のマーケティングやブランディング，観光コン
テンツ開発や情報発信などの役割を担う。また，
不動産管理に特化した会社である「株式会社
KITA」を立ち上げ，町家所有者から空き家をサ
ブリース・購入し，宿泊施設や店舗にリノベーシ
ョンしている。

株式会社 KITA が行う古民家改修には，伊予
銀行と MINTO 機構（一般財団法人民間都市開
発推進機構）が組成した「大洲まちづくりファン
ド」などの民間資金のほか，市の「町家等活用改
修補助金」や国の補助金などの公的資金が投入さ
れている。公的資金が存在することにより，改修

に係る初期投資コストが軽減されることから，改
修後に比較的安い家賃を設定してテナント事業者
に提案できることとなり，新規事業者が参入しや
すい環境を整えることができている。

この結果，26 棟 31 室を有する国内最大規模の
分散型ホテル「NIPPONIA HOTEL 大洲 城下町」
が整備された。町全体を一つのホテルとしてみな
し，フロントやレストラン・客室を町中に点在さ
せることによって，宿泊客がまちを周遊し，地域
の人々との触れ合いやショップ等を利用すること
による経済への波及も期待することができる（写
真－ 3，4）。

地域再生計画：地方創生推進交付金（内閣府）
社会資本総合整備計画：社会資本整備総合交付金（国土交通省）

内閣府
国土交通省
経済産業省

地域再生計画
［大洲市・内子町・愛媛県］
～町家・古民家等の歴史的観光資源を活用し

た観光産業の確立推進計画～

図－ 2　大洲市における観光まちづくりのスキーム

写真－ 3　「NIPPONIA HOTEL 大洲 城下町」外観の例 写真－ 4　「NIPPONIA HOTEL 大洲 城下町」客室の例
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5.　まちの価値を見出す

事業を進める中で，大洲市は知名度が低く，観
光客を呼び込めない状態にあり，何とか知名度を
アップできないかと，関係者が集まり，ざっくば
らんに意見を出し合う「妄想会議」を開催し，「大
洲城に泊まれないか？」という一言をきっかけに
事業化を開始した。

大洲城天守は，明治期に取り壊されていたが，
市民からの寄付等により 2004 年に復元された木
造 4 層 4 階建ての天守である。そのため，住民向
け説明会やシンポジウム，議会答弁などを 35 回
以上行って理解をいただき，2019 年 11 月に「文
化財観光施設を活用した歴史体験事業（実証実
験）」を実施。翌 2020 年 7 月に日本初となる城泊
事業「大洲城キャッスルステイ」を開始した（写
真－ 5）。

この事業は，米子から大洲藩主として加藤家を
お迎えする際の史実に忠実に基づいた，特別な城
主体験事業である。また，キャッスルステイでは
藤縄神楽や大洲藩鉄砲隊など地域の伝統芸能・伝
統文化が実演される。コロナ禍によって実演機会
が減少し，伝統文化の保存継承が危ぶまれていた
が，本事業により持続的な伝統文化の継承につな
がっている。

こうした取組は各種メディアにも取り上げら
れ，広告費換算で約 15 億円（4 年間累計）の効
果を生むなど，少しずつではあるが全国的に大洲

市の認知度が高まっている。

6.　外部からの評価

これまでに述べた官民連携による「歴史的資源
を活用した観光まちづくり」は，国内外から評価
を受けている。例えば，オランダの国際認証団体

「グリーン・デスティネーションズ」より，2023 年
3 月 に「 The Green Destinations Story Award  
文化・伝統保全部門」にて世界 1 位を獲得し，
2024 年 9 月には，「世界の持続可能な観光地アワー
ド」にてシルバーアワードを受賞した（写真－ 6）。
また，一般財団法人都市みらい推進機構が主催す
る「令和 7 年度『土地活用モデル大賞』」（後援：
国土交通省）にて，国土交通大臣賞を受賞した。

こうした表彰や外部評価を得ることで，住民意
識の向上，シビックプライドの醸成，職員の意識
改革につながったと感じる。また，持続可能な観
光に高い興味・関心を示す欧・米・豪州のインバ
ウンドに対してのプロモーション効果も高く，今
後多くの観光客来訪に期待が寄せられる。

7.　おわりに

今後も地域が所有している固有の建物や文化
財，伝統文化など歴史的な資源を官民連携の手法
により有効に活用することで，「地域の文化を後
世に残す」という大洲市観光まちづくり戦略会議
の理念の達成に向け，地域経済が持続的に発展す
るようなまちづくりを進めていきたい。

写真－ 5　「大洲城キャッスルステイ」でのおもてなし

写真－ 6　「世界の持続可能な観光地アワード」受賞
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